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ダイドードリンコ株式会社では、継続的な社会貢献活動の実現を目的とした「地域コミ

ュニティ貢献積立金」を設けており、この積立金を活用した社会貢献活動の一つとして、

2012年より「踊育（だんいく）‐東北ダンスプロジェクト‐」を、2013年より「踊育‐親

子ヒップホップ教室‐＠ふくしま」を公益社団法人日本ストリートダンススタジオ協会（以

下、ＮＳＳＡ）の協力のもと、それぞれ実施しております。昨年 12月末まで実施した 2015

年度の活動内容と、その結果をご報告いたします。 

また 1月 20日には、当社執行役員 コーポレートコミュニケーション本部長 長谷川直

和とＮＳＳＡ代表理事 吉田健一が、とかしきなおみ厚生労働副大臣を表敬訪問し、ロコ

モティブシンドローム（以下ロコモ）予防への効果が期待できる「ロコモ予防ダンス」を

取り入れた「ロコモ予防ダンス-親子ヒップホップバージョン-」を新たにスタートさせた

ことをご報告いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【とかしきなおみ厚生労働副大臣からのコメント】 

本活動について、とかしきなおみ厚生労働副大臣から「私もダンスをしていますので、

ダンスの運動効果は理解しており、ロコモティブシンドロームの予防に効果的だと考えて

います。ダイドードリンコさんの“踊育”の実績を高く評価しており、今後もダンスを通

じたロコモ予防の継続的な支援に期待しています。」とコメントをいただきました。 

 

〇「踊育（だんいく）‐親子ヒップホップ教室 ＠ふくしま‐」について 

東日本大震災の影響で、体力低下が懸念されている福島県において、未就学児童とその

保護者を対象にダンスレッスンを実施しています。運動不足解消やストレス解消を図ると

ともに、2015 年 11 月からは若年化が進み社会問題になりつつあるロコモ予防への効果が

期待できる「ロコモ予防ダンス-親子ヒップホップバージョン-」をスタートしました。 

                      ロコモティブシンドロームへの対策を強化   

「踊育（だんいく）‐親子ヒップホップ教室‐＠ふくしま」 

「踊育（だんいく）‐東北ダンスプロジェクト‐」 

２０１５年度活動結果と厚生労働省とかしきなおみ副大臣表敬訪問のご報告 

 

                                                               2016 年１月 25 日 

各位 

ダイドードリンコ株式会社 

公益社団法人日本ストリートダンススタジオ協会 

 

公益社団法人日本ストリートダンススタジオ協会 

 

【写真】とかしきなおみ厚生労働副大臣（左）と当社執行役員 長谷川直和（右） 



【実施の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2015年度活動報告】 

2015年度は、福島県内 12の施設で計 256回のダンスレッスンを実施し、延べ 15,000人

を超える方々（子ども：11,585人、保護者：3,517人）に参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

〇「踊育（だんいく）‐東北ダンスプロジェクト‐」について 

被災地の子どもたちが体を動かす場が少ないという現状や、学校教育におけるダンス授

業が導入されるなどを契機に、「ダンスを通して明るく元気になってほしい」との願いから

生まれた活動です。岩手県、宮城県、福島県の 3県において、幼稚園、小学校、中学校な

どを対象としたダンス授業を実施しております。 

 

【実施の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2015年度活動報告】 

 5月 14日の岩手県山田町立船越小学校からスタートし、延べ 101校の幼稚園・小中学校

などでダンス授業を実施し、合計 8,471人の子どもたちに参加いただきました。 

 

 

 

 

 

 

今年度から、小中学校、高等学校における定期健康診断でロコモに関する運動器のチェ

ックが始まるため、ロコモ予防ダンスの「-踊育-東北ダンスプロジェクト」への展開も検

討いたします。 

今後もダイドードリンコは、「地域の活性化 」「 青少年の育成支援 」「当社オリジナル

の活動」というコンセプトに基づいた支援活動に取り組み、豊かな地域社会の実現へ貢献

したいと考えております。 

施設数 １２会場 参加人数（子ども） １１，５８５人

実施回数 ２５６回 参加人数（保護者） ３，５１７人

１５，１０２人参加者合計

岩手県 山田町立船越小学校 宮城県 利府町立利府第二小学校 福島県 会津若松市立神指小学校 

地域 学校数 参加人数

岩手県 ３６校 ２，５４９人

宮城県 ３５校 ３，２０５人

福島県 ３０校 ２，７１７人

合計 １０１校 ８，４７１人



（別添資料） 

 

【ロコモティブシンドロームとは】 

 

「両手首の骨折！？運動不足による子どものロコモティブシンドローム（以下、ロコモ）

が深刻な問題となっています。」 

  

テレビゲーム・携帯ゲームの浸透などによる子どものライフスタイルの変化が運動不足

へとつながり、社会的に問題となっています。運動不足による子どもの運動器の機能低下

は、身体のバランスや柔軟性、危険回避能力の低下などにつながり、跳箱、馬跳びで両手

首を骨折するなど、思わぬケガや事故を誘発しやすくなっております。例えば、宮崎県医

師会発表によると、宮崎県では平成 23年に小中学生 6,472名を対象に実施した運動器健診

を実施し、14.4％の子どもが運動器に何らかの異常があると確認されています。 

そのような状況を鑑み、平成 28年度から小中高等学校の健康診断でロコモ検査を実施す

ることが文部科学省で決定されました。 

 

【ロコモ予防ダンス-親子ヒップホップバージョン‐実施の背景】 

 

「まず福島県の子どもたちのロコモ予防に取り組みます。」 

 

ロコモティブシンドロームは運動不足が主な原因となります。文部科学省が発表した、

「平成 26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書」によると、１週間の総運動

時間（体育の時間を除く）について、0～60 分未満の児童の割合が、福島県の小学生男子

が全国１位、女子が全国 6位となっており、運動不足の傾向が見られます。また、運動不

足等に起因する肥満傾向児の出現率についても、男子が全国１位、女子が全国 3位（1位 岩

手県、2位 宮城県）となっており、肥満の傾向が顕著に見られます。 

上記の通り、運動不足傾向の福島県の子どもたちは、ロコモのリスクが高いと考えられ

ることから、ロコモ予防への取り組みをスタートすることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成 26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 報告書」（文部科学省）をもとに作成 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊本報道資料に関するお問い合わせ先＊＊＊ 

ダイドードリンコ株式会社 広報・IR部 担当：正本／梅垣 

〒530-0005 大阪市北区中之島 2-2-7 中之島セントラルタワー18F 

TEL：06-6222-2621  FAX：06-6222-2623 

 


